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１１月１５日、「自分の思いや考えを豊かに表現できる子どもの育成」をテーマに、今年度最後となる校内授
業研究会を行いました。今回は、３年２組と４年１組で公開授業を行いましたが、3学年と4学年では、全クラス
で検証授業を行い、研究を積み重ねてきました。指導助言をいただいた指導主事の先生方からもこれまでの
研究の成果と子どもたちの学習意欲、上手な交流に対して、「さすが！名護小」とご好評いただきました。
授業研修会のため早下校となりましたが、授業研修会は、教師の授業力向上になくてはならない重要な取

組です。保護者の皆様のご理解とご協力に感謝申し上げるとともに、これからもよろしくお願いいたします。

【３年生の授業】
斎藤隆介の「モチモチの木」の学習後に作者

の他の作品も読み進め、読んだ本の中から、一
番気に入った作品で「読書交流会」をする授業
でした。気に入った作品ごとのグループで疑問に
思ったことを出し合い、その疑問に対する自分の
考えを文中の叙述を根拠に話し合う授業です。
自分の思いや考えを一生懸命伝えようとしてる3
年2組さんの姿がとても素敵でした。普段から相
手の話をしっかり聴くなど上手に交流している３
年２組のみなさんですが、この日の交流の様子
に参観した先生方からも賞賛の声がたくさんあ
りました。きっと、たくさんの作品を読みこんだに
違いありません。誰ひとり退屈な子はいない、み
んなが参加している主体的で対話的な素敵な
授業でした。

【４年生の授業】
新美南吉の名作「ごんぎつね」の学習の際に

作者の他の作品も授業と並行して読み進め、読
んだ本の中から、一番ジーンときたところを5年
生へ紹介することをゴールに据えた授業でした。
新美南吉作品の魅力を伝えるため、作品の叙

述に着目しながら対話を進める子どもたち、自
分の思いや考えを一生懸命伝えようとしてる姿
がとても素敵でした。話し合うことが苦手だった
４年１組とのことでしたが、この日は自分の思い
や考えをきちんと発表し、友達の意見もしっかり
聴いていました。きっと、たくさんの作品を読み込
んだに違いありません。ハイレベルな内容でした
が、こちらも誰一人取り残さない、どの子も活躍
している授業でした。

過日の授業参には、多くの保護者の皆様がご参観し、
子どもたちを励ましてくださったことに感謝申し上げます。
子どもたちは普段以上にとても張り切っていたようです。
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カラー版を掲載しています。
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10月29日第62回名護市ミニバスケットボール
大会があり、名護小Bチームが準優勝したことを報
告に来てくれました。また、去る16・17日に行われた
第114回国頭地区ミニバスケットボール交歓会で
は、みごと優勝しました。男子バスケットは、Aチーム
も活躍していますが、Bチームの快進撃が止まりませ
ん。これからの大活躍も大いに期待できそうです。

１１月９日、第１５回名護ライオンズクラブカップ北
部小学生バレーボール大会において、ドリームアタッ
カーズの皆さんが５連覇したことを報告に来てくれま
した。先輩たちが築いてきた経歴を途絶えさせないよ
う頑張ったようでした。ほんとうにおめでとうございま
した。次は、いよいよ県大会！目標に向けて頑張ってく
ださいね！楽しみにしています。

１０月２８日に第７１回全琉
書道コンクールがあり、２年生
の宮城陽さんが最優秀賞を
受賞し、学校を代表してタイム
スホールで授賞式ひ参加した
たことを報告に来てくれまし
た。これからも書の道を精進し
てほしいですね。

１１月３日、第23回全国小
学生ソフトテニス大会沖縄県
予選において5年生の小浜
千桜さんが準優勝し全国大
会へ派遣されることを報告に
来てくれました。強豪ぞろい
の全国大会でたくさんのいい
経験ができるといいですね。

１１月２０日～１１月２２日の３日間、名護中学校の２年生１２名の生徒さん
が、本校で職場体験を行いました。初日は、やや緊張して手持ちぶさたな生
徒もいましたが、だんだんと子どもたちとの対応にもなれ、積極的に児童と
関わるようになっていました。低学年の学級を担当した生徒さんの中には、
よく遊んでくれる子が多く、子どもたちから、
「お兄ちゃん、お姉ちゃん。」と囲まれ、大人気
の様子でした。ほとんどの生徒が名護小学
校の卒業生で、元担任の先生も教え子の成
長を喜んでいました。この有意義な職場体験
を通して、将来、教職の道を選択してくれる生
徒さんがいると嬉しいですね。


